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◇東北関東大震災に対するアジ歴 

センター長 平野健一郎 

 3 月 11 日、予想もしなかった歴史的災害が私たちに襲いかかりました。想像を絶する烈震と大津波、そし

て原発事故、犠牲になられた方々を深く悼み、被災されて闘っていらっしゃる方々に心からのお見舞いを申し

上げます。 

東北地方にもアジ歴利用者の方々が多勢いらっしゃると思いますが、仙台地域にはアジ歴に特にご縁のある

方々がいらっしゃいます。アジ歴のデータを社会科教育に活用してくださる先生方と学生たちです。アジ歴一

同、皆様の安否を案じましたが、23 日、皆様ご無事のお知らせをいただき、安堵いたしました。これからも

避難所となった学校で頑張ってくださることと存じます。くれぐれもお体をお大事になさってください。 

 

＜アジ歴はサーバーも無事でした＞ 

 あらためて、皆様、ご無事でしたでしょうか。都心・半蔵門のビルの 4 階にありますアジ歴事務所も激しく、

長く揺れました。幸いにも、スタッフ全員が屋外に退避し、無事でした。そして、嬉しいことに、アジ歴の心

臓部でありますコンピューターのサーバーが動き続けてくれました。余震が続くなか事務所に戻り、まずサー

バーをチェックしましたが、問題はありませんでした。お蔭で、アジ歴は業務を途絶えさせることなく、続け

ております。 

 

＜国際的な、横のつながり＞ 

 海外の利用者からご心配のメールを頂戴し、感謝しております。今回の悲劇は日本・日本人だけのものでは

ない、人類全体の悲劇だと、皆様が言ってくれます。戦前と違って、今の日本は国際的に孤立していないと言

ってくれる方もいます。 



 

 

個人的な経験ですが、震災の翌日、台北の研究者から SOS のメールが入りました。友人のアメリカ人青年

が、仙台市の隣の大崎市古川の中学校・高等学校で教えているが、地震直後に短い携帯電話の連絡があったき

り、連絡が途絶え、ワシントンの母親が非常に心配している、というのです。私は「パーソン・ファインダー」

というのを使って、彼に安否を訊ね、連絡を取るように伝えました。携帯電話の充電ができず、連絡が取れず

にいたことが判明しました。孤立した学校にはたくさんの生徒が残り、彼はその世話を続けているが、電力、

水、食料、医薬品がないと援けを求めてきたというので、私はそのことを仙台市の危機管理局にメールで伝え

ました。また、大崎市は海岸から 30km は離れているので、津波の心配はないと、安心させてあげることがで

きました。離れた被災地に向かって何もできないと嘆きかけていた老人が、いつもお世話になっているメール

で国際的なつながりをつくり、多少のお役に立つことができました。 

 

＜歴史的な、縦のつながり＞ 

 アジ歴のホームページで急ぎ「関東大震災」を検索してみました。「辞書」の関連語に「戒厳令」が指定さ

れていることもあり、検索される文書は戒厳令に関係するものが多いのですが、まず大正 12 年 9 月 2 日に出

された戒厳令の御署名原本を見ることができます。行政府の中枢でどのように危機対応がなされるか、さらに

は、日本社会の意思決定や組織特性など、現在の問題点を知るために、歴史文書を見ることが大いに参考にな

ります。「災害と公文書」を検討し直す必要もありますが、アジ歴はそのお役に立てると思います。 

 もう一点、歴史との対比でいいますと、今回の災害で新しく重大な要因として登場しているのが電力とコン

ピューターです。この二つがダウンすれば、高度に発展した現代社会はたちまち立ち往生することが明白に示

されました。今回のアジ歴のささやかな幸運から提言させていただくと、コンピューターのサーバーは、水害

の及ばない、頑丈なフロアーに設置されるべきであることはもちろん、緊急時の予備電源の備えには万全の上

にも万全を期さなければなりません。「フェイルセーフ」はおざなりでなく、とことん追求すべきです。 

 

＜アジ歴の役割＞  

デジタル・アーカイブであるアジ歴は、コンピューターによって、ヨコの空間的なつながり（国際的なつな

がり）とタテの歴史的なつながりの交点に成り立っています。今ほどそのことを痛切に感じるときはありませ

ん。これからもそのような事業として、歴史を鑑とする皆様のお役に立ち続けたいと思います。 
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◇編集後記 

アジ歴ニューズレター第 2 号をご愛読くださりありがとうございました。また、今次の震災後、国内外から

ご心配と激励を下さいました皆様に感謝申し上げます。次号は 7 月中旬にお届けします。今後も皆様にお役に

立てる情報をお届けできるよう精進しますので、皆様のご意見・ご感想などございましたら、当センターまで

お寄せ願います。 
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★本メールは、アジ歴職員に名刺を頂戴した皆様にお送りしています。 

★配信をご希望されない方は、お手数ですが配信元までお知らせください。 

★アジ歴ホームページ：http://www.jacar.go.jp/ 
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独立行政法人国立公文書館アジア歴史資料センター  

〒102-0093 

東京都千代田区平河町 2-1-2 

住友半蔵門ビル 別館４階 

tel: 03-3556-8801（代表） 
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